
藤
原
有
家
は、
六
条
修
理
大
夫
顕
季
を
祖
に
持
つ
六
条
藤
家
の
歌
人
で
あ

る。
父
の
重
家、
お
じ
の
消
輔・
顕
昭
（
顕
輔
の
猶
子）、
兄
の
経
家
と、

有
家
の
身
近
な
親
族
に
も
重
要
な
歌
人
が
多
く
見
ら
れ
る。
有
家
は
後
烏
羽

院
歌
境
で
は
和
歌
所
の
寄
人
と
な
り、
六
条
藤
家
で
は
唯一
の
r
新
古
今
和

歌
集』
の
撰
者
に
選
ば
れ
て
い
る。
新
古
今
時
代
の

代表
的
な
歌
人
の
研
究

は、
俊
成・
定
家
父
子
を
対
象
と
し
た
も
の
を
中
心
と
し
て
数
多
く
あ
る。

そ
の
中
で、
藤
原
有
家
研
究
は
他
の
新
古
今
歌
人
に
比
す
れ
ば
立
ち
後
れ
て

「1)
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い。
近
年、
藤
原
有
家
の
歌
人
研
究
は、
西
前

(2)
 

正
芳
氏
に
よ
っ
て
精
力
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る。
有
家
の
個
々
の
歌
に
つ

い
て
詳
細
に
考
証
し、
論
じ
る
と
い
う
こ
と
は
そ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
が、
氏
の
研
究
に
よ
り、
有
家
の
詠
風
が
如
何
な
る
も
の
で

あ
る
か
が
次
第
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
と
い
え
る。

-3)
 

本
稿
で
は、
建
久
期
に
他
さ
れ
た
『
六
百
番
歌
合』
で
の
有
家
詠
に
注

目
を
し
た
い。
建
久
四
年
初
頭
の
時
点
で、
有
家
は
三
十
九
歳、
従
四
位
上

，

藤
原
有
家
の
六
百
番
歌
合
詠
に
つ
い
て

(

4
)

 

に
な
っ
て
い
た。
そ
れ
ま
で
の
有
家
の
歌
人
と
し
て
の
活
動
は、
西
前
氏

-5)
 

が
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
に、
r
文
治
二
年
十
月
二
十
二
日
太
宰
権
帥
経
房

卿
歌
合』
.
r
花
月
百
首』
.
r
建
久
二
年
三
月＝
i

i

日
若
宮
社
歌
合」
な
ど

に
出
詠
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る。
ま
た、
有
家
の
歌
は、
r
六
百

番
歌
合」
以
前
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
勅
撰
集
の
r
千
載
和
歌
集』
や

私
撰
集
の
『
月
詣
和
歌
集」
.
r

玄
玉
和
歌
集」
に
と
ら
れ
て
い
る。
お
そ

ら
く、
他
の
歌
人
と
同
様
か
少
し
遅
い
時
期
に
は、
す
で
に
有
家
も
和
歌
を

詠
む
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る。
本
稿
で
は
有
家
の
現
存
す
る
和

歌
の
中
で
比
較
的
ま
と
ま
っ
た
数
砒
の
歌
が
残
っ
て
い
る
倣
も
早
い
時
期
の

詠
歌
群
と
い
う
こ
と
で、
r
六
百
番
歌
合』
の
有
家
詠
を
考
察
し
て
い
き
た
い。

『
左
大
将
家
百
首
歌
合」、
い
わ
ゆ
る
r
六
百
番
歌
合」
は、
九
条
良
経

に
よ
っ
て
建
久
年
間
に
佃
さ
れ
た
歌
合
で
あ
る。
こ
の
歌
合
か
ら
の
r
新
古

今
和
歌
集』
入
集
歌
数
は
三
十
四
首。
こ
れ
は、
r
干
五
百
番
歌
合」
·
r
正

治
二
年
初
度
百
首』
に
次
い
で
撰
集
資
料
中
で
は
三
番
目
に
多
い
数
で、
後

烏
羽
院
歌
墳
が
形
成
さ
れ
る
以
前
の
歌
会・
歌
合
な
ど
の
中
で
は

最多
で
あ

る。
新
旧
の
詠
風
が
様
々
な
形
で
あ
ら
わ
れ、
左
右
の
方
人
に
よ
っ
て
汲
し

尾

漠
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い
難
陳
の
や
り
と
り
が
お
こ
な
わ
れ
た 。
い
わ
ゆ
る
「

難
義」．
を
積
極
的
に

取
り
込
ん
だ
歌
に
対
し
て
も 、
多
く
の
議
論
が
さ
れ
て
い
る 。
良
経
に
よ
る

計
ら

い
か 、
こ
の
歌
合
に
出
詠
し
た
歌
人
の
数
は 、
定
家・
家
陸
を
中
心
と

し
た
御
子
左

家系
の
歌
人
と
季
経・
経
家
を
中
心
と
し
た
六
条
藤
家
系
の
歌

人
と
が
ほ
ぽ
同
数
に
な
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
る 。

有
家
が
六
条
藤
家
系
の
歌
人
と
し
て
『

六
百
番
歌
合』
に
出
詠
し
た
経
緯

に
は 、
い
く
つ
か
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る 。
消
輔・
直
家
亡
き
あ
と 、
六
条

藤
家
系
歌
人
の
代
表
的
歌
人
と
目
さ
れ
て
い
た
季
経・
経
家
や 、
r

古
今
集

注』
.
r

拾
逍
集
注』
・
『

袖
中
抄』
な
ど
を
著
し
て
当
代
歌
人
か
ら
歌
学

に
通
じ
た
人
物
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
期
昭
の
r

六
百
番
歌
合」
出
詠
は 、

当
時
の
歌
人
評
価
と
し
て
は
ご
く
自
然
な
も
の
で
あ
る 。
こ
れ
に
六
条
藤
家

系
歌
人
か
ら
も
う一
人
歌
人
を
選
ぶ
と
す
る
な
ら
ば 、
年
齢・
官
位・
歌
人

と
し
て
の
経
歴
な
ど
を
考
え
る
と 、
同
じ
重
家
の
子
で
あ
る
顕
家
や
保
季（
季

経
の
猶
子
と
な
る）
が
出
詠
歌
人
の
候
補
と
し
て
上
が
っ
て
く
る
と
思
わ
れ

る 。有
家
よ
り
十
六
歳
年
少
の
保
季
は 、
建
久
四
年
の
時
点
で
二
十
三
歳 、
正

五
位
下
左
馬
権
頭
で
あ
っ
た 。
保
季
は 、
歌
人
と
し
て
の
経
歴
が
豊
宿
で
あ
っ

-6)
 

た
と
は
言
い
難
く 、
主
だ
っ
た
歌
会・
歌
合
へ
の
出
詠
は
確
認
で
き
な
い 。

r
千
載
集』
.
r
月
詣
集』
.
r

玄
王
集』
な
ど
の
撰
集
に
も
歌
は
採
ら
れ

て
お
ら
ず 、
保
季
は 、
歌
人
と
し
て
の
経
歴
と
い
う
点
で
有
家
に
劣
る
と
考

え
る
こ
と
が
出
来
る 。

こ
れ
に
対
し 、
有
家
よ
り
四
歳
年
長
の
顕
家
は 、
出
詠
歌
人
と
し
て
の
条

件
を
十
分
に
備
え
て
い
る
と

考え
ら
れ
る 。
建
久
四
年
の
時
点
で 、
四
十
三

歳・
正
四
位
下
左
京
大
夫
で
あ
っ
た
顕
家
は 、
『

嘉
応
元
年
十一
月
二
十
六

日
摂
政
基
房
家
歌
合』
・
『

安
元
元
年
閏
九
月
十
七
日
兼
実
家
歌
合」
・
『

治

承―一
年
三
月
十
五
日
別
雷
社
歌
合』
等
の
参
加
が
確
認
で
き 、
有
家
よ
り
も

早
い
時
期
に
歌
会
等
に
出
詠
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る 。
勅
撰
集・
私
撰
集

へ
の
入
梨
状
況
は 、
有
家
が
r

千
戟
集』
一
首
r

月
詣
集」
二
首
r

玄
玉
集』

四
首
の
入
集
に
対
し 、
穎
家
は
『

千
戟
集』
三
首
r

月
詣
集』
八
首
r

玄
玉

集』
一
首
の
入
集
と
い
う
も
の
で
あ
る 。
つ
ま
り 、
r

六
百
番
歌
合』
の
段

階
で
は 、
有
家
よ
り
も
む
し
ろ
顕
家
の
方
が
歌
人
と
し
て
の
評
価
が
高
か
っ

た
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る 。
こ
の
よ
う
な
状
況
で 、
顕
家
で
は
な
く

有
家
が
出
詠
し
た
理
由
は 、
歌
合
の
主
催
者
で
あ
る
良
経
と
の
関
係
に
よ
る

K、
)

も
の
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る 。
井
上
宗
雄
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に 、

顕
家
は
松
殿
oo
白
基
房
家
や
近
衛
家
に
出
入
り
を
し
て
い
る 。
こ
れ
に
対
し

有
家
は 、
『

六
百
番
歌
合』
以
前
か
ら
九
条
家
の
家
司
と
し
て
出
入
り
を
し 、

-8)
 

良
迎・
良
経
主
他
の
詩
会
に
た
ぴ
た
ぴ
参
加
を
し
て
い
た 。
ま
た 、
有
家

の
若
年
の
頃
の
歌
会・
歌
合
出
詠
は
ご
く
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が 、
先

に
述
べ
た
よ
う
に
す
で
に
勅
撰
歌
人
の
仲
間
入
り
を
果
た
し
て
い
る 。
こ
の

こ
と
か
ら 、
r

六
百
番
歌
合』
の
主
他
者
で
あ
る
良
経
か
ら 、
有
家
は
和
漢

兼
作
の
歌
人
と
し
て
認
織
さ
れ
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る 。

(

9)

 

良
経
と
の
関
係
を
考
え
る
と 、
有
家
の
r

花
月
百
首」
へ
の
参
加
も
大

き
な
要
因
の一
っ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る 。
有
家
は
r

花
月
百
首』
に
六
条
藤

家
歌
人
と
し
て
た
だ一
人
出
詠
を
果
た
し
て
い
る 。
『

花
月
百
首」
の
詠
歌
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が
現
存
し
な
い
た
め、
有
家
が
ど
う
い
っ
た
歌
を
詠
ん
だ
の
か
が
わ
か
ら
な

い
が、
そ
こ
で
の
詠
歌
が
良
経
に
評
価
さ
れ
た
と
い
う
想
像
が
許
さ
れ
る
な

ら、
有
家
の
r
花
月
百
首』
へ
の
参
加
は
r
六
百
番
歌
合」
の
出
詠
に
大
き

（
関
与
し
て
い
る
と

考え
る
こ
と
が
で
き
る。
こ
の
よ
う
な
理
由
で、
顕
家

で
は
な
く、
有
家
が
r
六
百
番
歌
合」
に
出
詠
を
し
た
の
で
あ
ろ
う。

以
下、
本
秘
で
は、
藤
原
有
家
の
六
百
番
歌
合
詠
と、
先
行
和
歌
と
の
関

わ
り
に
つ
い
て
注
目
を
し
て
い
き
た
い。
新
古
今
時
代
に
は、
先
行
古
典
と

．
の
関
係
を
積
極
的
に
意
識
化
し
た
手
法
と
し
て
本
歌
取
が
注
目
さ
れ
た。
本

C10-

稲
で
は
の
ち
に
藤
原
定
家
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
本
歌
取
の
概
念
よ
り
も

広
い
意
味
で、
先
行
和
歌
と
の
関
わ
り
を
見
て
い
き
た
い
と
思
う。
つ
ま
り、

素
材
に
対
す
る
焙
想
や
表
現
方
法
な
ど
に
大
き
な
影
響
を
与
え、
歌
に
表
現

さ
れ
た
世
界
に
関
連
性
を
認
め
る
こ
と
の
出
来
る
先
行
詠
に
注
目
を
し
て、

有
家
詠
と
の
関
係
を
見
て
行
き
た
い。

r
六
百
番
歌
合』
に
お
け
る
有
家
詠
の
第一
の
特
徴
は、
古
今
和
歌
集
歌

の
埠
煎
が
挙
げ
ら
れ
る。
有
家
の
r
古
今
集』
埠
菰
の
態
度
に
つ
い
て
は、

(
11)
 

す
で
に
西
前
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る。
六
百
番
歌
合
詠
に
注
目
す

る
と、
有
家
の
r
古
今
集』
涼
韮
の
傾
向
は、
特
に
恋
題
の
歌
に
顕
著
に
現

れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る。
以
下、
古
今
集
歌
が
有
家
詠
に
影
響
を
与
え
た

(12)
 

と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
見
て
い
き
た
い。

す
で
に、
久
保
田
淳•
山
口
明
穂
両
氏
に
よ
り
新
日
本
古
典
文
学
大
系『
六

59 53 百
番
歌
合』
（
以
下、
r
新
大
系」
と
略
す）
が
刊
行
さ
れ、
本
歌
等
の
指
摘

が
さ
れ
て
い
る。
本
稿
で
は、

品和
大
系」
で
影
押
閾
係
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
先
行
詠
も
挙
げ
る
こ
と
に
し
た。
(r
新
大
系」
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
の

に
は
括
弧
内
に
※
を
付
し
た）
有
家
の
六
百
番
歌
合
詠
に
冠
し
た
ア
ラ
ビ
ア

数
字
は、
r
六
百
番
歌
合」
の
有
家
詠
を
題
の
配
列
に
従っ
て
巻
頭
か
ら
数

え
た
時
の
通
し
番
号
で、
括
弧
内
は
そ
の
歌
の
題
と
勝
敗
で
あ
る。

12

花
散
れ
ば
道
や
は
よ
け
ぬ
志
賀
の
山
う
た
て
木
ず
ゑ
を
越
ゆ
る
春
風

（
志
賀
山
越・
負）

滋
賀
の
山
越
え
に、
女
の
多
く
逍へ
り
け
る
に、
よ
み
て、
逍
は
し

＇
 

け
る

梓
弓
春
の
山
辺
を
こ
え
く
れ
ば
道
も
さ
り
あ
へ
ず
花
ぞ
ち
り
け
る

'

（
古
今
和
歌
集・
春
歌
下
1
1
5•
紀
貰
之）

名
に
立
て
る
音
羽
の
滝
も
音
に
の
み
聞
く
よ
り
袖
の
器
る、
物
か
は

（
聞
恋．
勝）

山
科
の
お
と
は
の
滝
の
お
と
に
だ
に
人
の
し
る
べ
く
わ
が
こ
ひ
め
や
も

（
※
古
今
和
歌
集・
屈
滅
歌
1
1
0
9・
近
江
釆
女）

果
て
も
な
く
行
方
も
更
に
知
ら
ざ
り
し
恋
の
限
り
は
今
宵
也
け
り

（
遇
恋・
持）

わ
が
恋
は
ゆ
く
ゑ
も
し
ら
ず
は
て
も
な
し
逸
ふ
を
限
と
思
許
ぞ

.

（
※
古
今
和
歌
集・
恋
歌
二
6
1
1・
凡
河
内
拐
恒）

ね
ら
れ
ぬ
を
し
ひ
て
ね
て
み
る
春
の
夜
の
夢
の
限
り
は
こ
よ
ひ
な
り
け

（
貰
之
集
6
5
6)
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81 78 71 70

寝
党
ま
で
猶
苦
し
き
は
行
帰
り
足
も
休
め
ぬ
夢
の
通
ひ
路

66 61 

袖
の
上
に
か、
る
涙
の
白
玉
を
包
ま
ね
ば
こ
そ
よ
そ
に
散
る
ら
め

（
顕
恋・
持）

つ．、
め
ど
も
袖
に
た
ま
ら
ぬ
白
玉
は
人
を
見
ぬ
め
の
涙
な
り
け
り

（
※
古
今
和
歌
集・
恋
歌
二
5
5
6
•

安
部
消
行）

つ
れ
な
さ
の
類
ま
で
や
は
つ
ら
か
ら
ぬ
月
を
も
愛
で
じ
有
明
の
空

（
暁
恋・
負）

屁
明
の
つ
れ
な
く
見
え
し
別
よ
り
暁
許
う
き
物
は
な
し

（
※
古
今
和
歌
集．
恋
歌
三
6
2
5．
壬
生
忠
本）

（
夜
恋・
持）

ゆ
め
ぢ
に
は
足
も
や
す
め
ず
通へ
ど
も
現
に
ひ
と
め
見
し
ご
と
は
あ
ら

ず

（
※
古
今
和
歌
集・
恋
歌一i-
6
5
8・
小
野
小
町）

逢
見
て
も
身
に
や
は
年
の
積
る
べ
き
我
老
い
ら
く
に
な
し
と
答
ふ
な

（
老
恋・
持）

老
い
ら
く
の
来
む
と
し
り
せ
ぱ
門
さ
し
て
な
し
と
答
へ
て
逢
は
ざ
ら
ま

し
を

（
古
今
和
歌
集・
雑
歌
上
8
9
5・
詠
人
不
矧）

さ
ら
で
だ
に
恨
み
ん
と
思
ふ
我
妹
子
が
衣
の
裾
に
秋
風
ぞ
吹
く

（
寄
風
恋．
勝）

わ
が
せ
こ
が
衣
の
す
そ
を
吹
返
し
う
ら
め
づ
ら
し
き
秋
の
は
つ
か
ぜ

（
※
古
今
和
歌
集・
秋
歌
上
1
7
1・

詠
人
不
知・
拐
恒
集
4
5
8)

我
恋
に
深
さ
く
ら
べ
ぱ
外
山
哉
吉
野
の
奥
の
岩
の
か
け
道

（
寄
山
恋・
負）

世
に
ふ
れ
ば
憂
さ
こ
そ
ま
さ
れ
み
吉
野
の
岩
の
か
け
道
ふ
み
な
ら
し
て

む

（
古
今
和
歌
集・
雑
歌
下
9
5
1・

詠
人
不
知）

わ
た
の
原
沖
つ
潮
風
に
立
つ
波
の
寄
り
来
や
か、
る
汀
な
り
と
も

（
寄
海
恋・
持）

わ
た
の
原
寄
せ
く
る
浪
の
し
ば

／＼
も
見
ま
く
の
ほ
し
き
王
津
島
か
も

（
※
古
今
和
歌
集・
雑
歌
上
9
1
2・
詠
人
不
知）

我
恋
は
し
げ
き
み
山
の
山
人
の
さ
す
が
に
え
し
も
こ
り
は
て
ぬ
哉

（
寄
樵
夫
恋・
持）

わ
が
恋
は
深
山
が
く
れ
の
草
な
れ
や
し
げ
さ
ま
さ
れ
ど
し
る
人
の
な
き

（
古
今
和
歌
集・
恋
歌
二
5
6
0・
小
野
良
樹）

59
「

呆
て
も
な
く」
の
下
の
句
に
関
し
て
は 、
『

貫
之
梨」
の
歌
の
影
響

が
考
え
ら
れ
る
が 、r
新
大
系
f

が
指
摘
す
る
よ
う
に
拐
恒
の
歌r
我
が
恋
は」

が
本
歌
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い 。
古
今
集
歌
か
ら
の
影
卿
を
見
て
い
く
と 、

恋
題
の
歌
の
本
歌
に
恋・
雑
の
歌
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る 。

そ
の
際 、
安
易
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
無
造
作
に
古
今
和
歌
集
歌
の
表
現
を
用
い

て
い
る 。
59
「

果
て
も
な
く」
66
「

つ
れ
な
さ
の」
70
「

寝
党
ま
で」
の
三

首
は 、
難
陳
や
判
詞
で
本
歌
を
指
摘
さ
れ
て
い
る 。
『

六
百
番
歌
合』
に
参

加
し
た
歌
人
達
に
と
っ
て 、
有
家
詠
の
本
歌
取
は
明
解
で
単
純
な
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る 。

r
六
百
番
歌
合』
の
特
徴
の一
っ
と
も
言
え
る
細
分
化
さ
れ
た
恋
俎
は 、

出
詠
者
を
悩
ま
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る 。
次
第
に
恋
四
の
比
直

が
上
が
っ
て
き
て
い
た
時
期
と
は
い
え 、
そ
れ
ま
で
は
歌
合・
定
数
歌
の
線

99 82 
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題
で
恋
題
は
多
く
は
な
か
っ
た。
四
季
題
の
よ
う
に
歌
の
細
分
化・
類
型
化

が
進
ん
で
い
な
か
っ
た
た
め、
歌
合
や
歌
会
に
お
け
る
恋
題
の
題
詠
歌
の
先

行
詠
が
豊
官
で
あ
っ
た
と
は
言
い
難
い。
恋
題
の
題
詠
は
r
六
百
番
歌
合』

の
題
に
対
応
す
る
ほ
ど
の
細
分
化・
類
型
化
に
ま
で
発
逹
し
て
い
な
か
っ
た

と
思
わ
れ
る。
必
ず
し
も
歌
会・
歌
合
へ
の
出
詠
歴
が
設
富
で
あ
っ
た
と
は

言
い
難
い
有
家
は、
細
分
化
さ
れ
た
r
六
百
番
歌
合』
の
恋
題
を
詠
む
際、

恋
の
萌
芽
か
ら
終
鴛
ま
で
の
経
緯
や
様
々
な
様
相
を
目
に
す
る
こ
と
が
出
来

6
13)
 

る
古
典
作
品
と
し
て
r
古
今
集」
の
恋
部
の
歌
に
注
目
し
た
と
考
え
ら
れ
る。

有
家
は、
恋
歌
の
表
現
の
類
型
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
r
古
今
集』
の
歌

を
本
歌
取
す
る
こ
と
に
よ
っ
て、
r
六
百
番
歌
合し
で
の
詠
歌
を
作
っ
て
い
っ

た
の
で
あ
る。

古
今
集
歌
を
本
歌
取
し
た
と
思
わ
れ
る
有
家
詠
は、
判
者
の
俊
成
か
ら
良

い
評
価
を
受
け
て
い
る
と
は
言
い
難
いu
53
「
名
に
立
て
る」
の
歌
は、
判

に
「
右
歌、
有
病
之
由、
左
方
申
之。
然
者、
左
勝
る
べ
き
に
や
侍
ら
ん。」

と
あ
り、
右
歌
に
番
え
ら
れ
た
慈
円
の
歌
に
歌
病
が
あ
っ
た
た
め
勝
を
得
て

い
る
も
の
で
あ
る。
ま
た、
判
詞
を
挙
げ
る
こ
と
は
し
な
い
が
61
「
袖
の
上

に」
•
71
r
迩
見
て
も」
•
82
「
わ
た
の
原」
•
99
「
我
恋
は」
の
各
々
の

歌
も、
番
わ
れ
た
歌
の
出
来
が
あ
ま
り
良
く
な
か
っ
た
た
め
に
得
た
持
の
判

定
で
あ
る。

わ
ず
か
に
70
「
寝
鎚
ま
で」
78
「
さ
ら
で
だ
に」
な
ど
は
r
古
今
集』
の

本
歌
取
の
成
功
例
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
出
来
る。
70
「
寝
党
ま
で」
の
歌

は、
「
か
の
小
町
が
足
も
休
め
ず
迎
へ
ど
も
と
い
へ
る
歌
の
心
を
と
り
て、

寝
覚
め
ま
で
猶
苦
し
き
は
と
い
へ
る、
巧
み
に
見
え
侍。」
と
さ
れ、
歌
に

詠
ま
れ
た
世
界
が
本
歌
世
界
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず、
新
し
い
意
味
を
付
与
し

て
い
る
と
こ
ろ
を
俊
成
に
評
価
さ
れ
て
い
る。
78
「
さ
ら
で
だ
にし
の
歌
は、

後
に
r
新
古
今
和
歌
集』
に
採
ら
れ
た
歌
（
恋
歌
四
1
3
0
5)
で
あ
る。

右
方
か
ら
「
頗
有
感
気」
と
評
さ
れ、
俊
成
も
判
詞
で
こ
の
右
方
の
評
価
を

受
け
r
不
及
沙
汰
欺。
以
左
為
勝。」
と
し
勝
を
得
て
い
る。

だ
が、
古
今
集
歌
を
本
歌
取
し
た
と
考
え
ら
れ
る
有
家
詠
の
多
く
は、
単

純
に
先
行
古
典
の
言
葉
を
取
っ
て
主
題
を
変
え
な
い
と
い
う、
稚
拙
と
も
い

え
る
本
歌
取
で
あ
っ
た。
そ
の
よ
う
な
有
家
詠
が、
俊
成
の
評
価
を
勝
ち
得

る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た。
俊
成
の
目
に
は、
俊
成
及
び
御
子
左
家
系
の
歌

人
が
意
識
的
に
実
践
し
て
き
た
本
歌
取
と、
有
家
が
『
古
今
集』
入
集
歌
を

用
い
て
お
こ
な
っ
た
本
歌
取
の
間
に、
明
ら
か
な
相
違
が
映
っ
た
の
で
あ
ろ

、
つ

r
六
百
番
歌
合』
に
お
け
る
有
家
詠
の
第
二
の
特
徴
は、
い
わ
ゆ
る
「
難

義」
に
対
し
て
の
典
味
が
伺
え
る
歌
が
多
い
こ
と
で
あ
る。
周
知
の
通
り
六

条
藤
家
は、
歌
学
に
対
し
て
高
い
関
心
と
豊
富
な
知
識
が
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る。
六
条
藤
家
に
は、
消
輔
が
著
し
た

『袋
草
紙』
・
『
奥
義
抄』
な
ど

の
歌
学
術
が
残
さ
れ
て
い
た。
ま
た、
r
六
百
番
歌
合」
が
他
さ
れ
る
数
年

前
の
文
治
年
間
に
は、
顕
昭
歌
学
の
集
大
成
と
い
え
る
r
袖
中
抄』
も
完
成

さ
れ
て
い
る。
『
六
百
番
歌
合』
の
催
さ
れ
た
頃
は、
九
条
家
を
中
心
と
し
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た
歌
壇
の
主
導
椛
が
す
で
に
御
子
左
家
に
移
り
つ
つ
あ
っ
た
時
で
あ
る
。

消

舗
・

煎
家
亡
き
後、

六
条
藤
家
系
歌
人
の
代
表
者
で
あ
っ
た
季
経
・

経
家
が

歌
合
や
歌
会
に
参
加
を
し
て
御
子
左
家
に
対
抗
を
し
て
い
た
が、

顕
輔
や
消

輔
が
活
躍
し
て
い
た
頃
の
勢
い
は
す
で
に
失
せ
て
い
た。

そ
の
よ
う
な
状
況

下
で、

六
条
藤
家
系
歌
人
達
に
と
っ
て、

歌
学
的
知
識
が
豊
宮
で
あ
る
と
い

う
自
負
は
歌
に
携
わ
る
と
き
の
精
神
的
支
柱
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る。
r
六

百
番
歌
合』

の
難
陳
で
の
や
り
と
り
や、
r
額
昭
陳
状』

を
記
し
た
頻
昭
の

態
度
か
ら
も
そ
の
こ
と
が
は
っ
き
り
と
わ
か
る
。

六
条
藤
家
系
の
歌
人
と
し

て
『
六
百
番
歌
合』

に
出
詠
し
た
有
家
の
詠
歌
に、

歌
学
的
な
典
味
を
見
る

こ
と
が
出
来
る
も
の
を
以
下
に
挙
げ
て
み
た。

15

う
ら
若
き
弥
生
の
野
辺
の
さ
い
た
づ
ま
春
は
末
ぱ
に
成
に
け
る
哉

（
残
春
・

負）

の
べ
み
れ
ば
や
よ
ひ
の
月
の
は
つ
か
ま
で
ま
だ
う
ら
わ
か
き
さ
い
た
づ

ま
か
な

（
※
後
拾
逍
和
歌
集
・

春
下
1
4
9
•

藤
原
義
孝）

白
菊
も
紫
深
く
成
に
け
り
秋
と
冬
と
に
色
や
分
ら
ん

（
残
菊
．

勝）

い
つ
の
ま
に
む
ら
さ
き
ふ
か
く
な
り
ぬ
ら
ん
は
つ
し
も
ば
か
り
お
け
る

し
ら
ぎ
く

（
康
平
六
年
丹
後
守
公
基
朝
臣
歌
合
5)

伎
倍
人
の
ま
だ
ら
会
は
板
間
よ
り
霜
樅
く
夜
半
の
名
に
こ
そ
有
け
れ

（
会
・

持）

49 42 

伎
倍
比
等
乃
万
太
良
夫
須
磨
休
和
多
佐
波
太
伊
利
奈
麻
之
母
乃
伊
毛
我

乎
抒
許
休

C

15)

 

（
※
万
葉
集・
巻
十
四
3
3
5
4
・

東
歌
・

相
間
・

遠
江
国
歌）

更
け
に
け
り
頼
め
ぬ
銃
は
音
信
て
七
堀
さ
ぴ
し
き
＋
絹
の
菅
腐

（
待
恋
．

勝）

み
ち
の
く
の
と
ふ
の
す
が
ご
も
な
な
ふ
に
は
君
を
ね
さ
せ
て
わ
れ
み
ふ

最
上
河
人
の
心
の
稲
舟
も
し
ば
し
ば
か
り
と
聞
か
ば
頼
ま
ん

（
寄
河
恋
・

負）

最
上
河
の
ぽ
れ
ば
下
る
稲
舟
の
い
な
に
は
あ
ら
ず
こ
の
月
ば
か
り

（
※
古
今
和
歌
集
・

東
歌
1
0
9
2)

皆
国
の
虎
臥
す
野
辺
に
入
る
よ
り
も
ま
ど
ふ
恋
路
の
末
ぞ
あ
や
う
き

（
寄
猷
恋
．

勝）

有
り
と
て
も
い
く
世
か
は
ふ
る
か
ら
く
に
の
と
ら
ふ
す
の
べ
に
身
を
も

な
げ
て
ん

（
※
拾
逍
和
歌
集
・

雑
恋
1
2
2
7
•

藤
原
国
用）

人
要
は
も
り
か
や
し
ろ
か
か
ら
く
に
の
と
ら
ふ
す
の
べ
か
ね
て
こ
こ
ろ

み
ん

（
※
古
今
和
歌
六
帖
•

第
五
2
9
7
8
・

人
づ
ま）

盾
国
の
と
ら
ふ
す
野
辺
に
に
ほ
ふ
と
も
花
の
し
た
に
は
ね
て
も
帰
ら
ん

（
渚
輔
集
36)

（
寄
虫
恋
・

負）

わ
が
背
子
が
来
べ
き
よ
ひ
也
さ
、

が
に
の
蜘
蛛
の
振
鍔
ひ
か
ね
て
し
る

し
も

（
※
古
今
和
歌
集
・

歴
滅
歌
1
1
1
0
・

詠
人
不
知）

58
「
更
け
に
け
り」

の
歌
は、
『
新
大
系』

の
指
摘
す
る
と
お
り
r
夫
木

90

さ
り
と
も
と
待
べ
き
程
の
惜
か
は
人
頼
め
な
る
姐
蛛
の
ふ
る
ま
ゐ

89 83 

知） に
ね
ん
（
※
夫
木
和
歌
抄
・

雑
歌
十
1
3
4
7
5
・

題
不
知
・

詠
人
不

58 
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和
歌
抄」
の
歌
が
大
き
な

影押
を
与
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が、
『

夫木
抄』

の
成
立
は
『
六
百
番
歌
合」
よ
り
も
後
の
こ
と
で
あ
る。
こ
の
r
夫

木抄」

(
16
)

 

の
歌
は、
『
俊
頼
髄
脳』
にr.心
ざ
し
を
見
せ
む
と
詠
め
る
歌」
と
し
て
す

で
に
挙
げ
ら
れ、
他
に
も
r
綺
器
抄」
・
『
和
歌
窯
加が
抄』
な
ど
の
歌
学
杏

に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る。

有家
は
こ
れ
ら
の
歌
学
磁
所
戟
の
内
容
か
ら
影

初
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る。
r
綺
栢
抄」
僻
物
部
に
は、
「
十
紺
の
菅
郎」

と
い
う
語
の
解
説
と
し
て、
「
と
ふ
の
す
が
ご
も
と
は、
こ
も
を
と
ふ
し
ま

で
こ
め
て
あ
み
た
る
な
り。
ひ
ろ
く
せ
ん
と
て
し
た
る
也。
（
略）
又
云、

と
ふ
の
こ
ほ
り
と
い
ふ
所
に
お
ふ
る
こ
も
の
と
ふ
し
あ
る
な
り。」
と
記
さ

れ
て
い
る。
ま
た、
r
和
歎
堂
炭
抄』
r
瞑」
に
は、
「
彼
図
に
と
ふ
の
郡
と

い
ふ
所
の
あ
れ
ば、
そ
れ
に
つ
き
て
と
ふ
の
す
が
ご
も
と
よ
み
て、
や
が
て

と
ふ
の
と
を
あ
る
に
取
な
せ
る
と
ぞ
聞
え
た
る。
たゞ

と
ふ
あ
る
瞑
と
い

は
、ゞ
み
ち
の
く
に
に
か
な
ら
ず
有べ
し
と
み
え
た
る
事
な
し。」
と
記
さ

れ
て
い
る。
「
十
椙
の
菅
瓶」
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
と、

そ
の
名
称
の
由
来
が
r綺
語
抄」
．
r
和
歌
童

紫抄』
の
異
味
の
対
象で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る。
こ
れ
ら
の
先
行
歌
学世
の
内
容
を
受
け
て、
斯
昭
の
r袖

中
抄』
は、
「
是
は
人
を
お
も
ふ
心
に
て、
七
ふ
に
は
君
を
ね
さ
せ、
み
ふ

に
は
我ね
ん
と
猥
る
也。
其
を
窟
蒙
抄
綺
開
抄
な
ど
に、
み
ち
の
く
に、
と

ふ
の
郡
よ
り
十
あ
み
た
る
屈
の
出
来
由と
云
り。
心
得
ら
れ
ず。」
と
記し

て
い
る。

r袖

中抄」
は、
r
綺
語
抄』
や

r和
歌
窟
蒙
抄」
に
記
さ
れ
て
い

る
「
十
編
の
菅
戒」
地
名
由
来
説
を
否
定
し
て
い
る。

こ
の
有
家
詠
の
下
の
句は、
共
寝
を
しよ
うと
し
て
相
手
の
た
め
に
菅
瞑

の
七
編
の
部
分
を
空
け
て
自
ら
は
三
福
に
寝
て
い
る
の
に、
空
け
て
い
る
七

絹
の
と
こ
ろ
に
寝
る
人
が
い
な
い
と
詠
ん
で
い
る。
こ
れ
は、

r袖
中
抄』

が
説
く
「
み
ち
の
く
の」
の
古
歌
の
解
釈
の
内
容
に

対応
し
て
い
る
と

考え

ら
れ
る。

同
じ
よ
う
に、
83
「
最
上
河」
は、
穀
上
河
の
「
い
な
ふ
ね」
と
い
う
酋

菜
に
対
し
て
の
奥
味
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る。
こ
の
歌
は、

品初
大
系」
が

指
摘
す
る
よ
う
に、
r
古

今集』
の
束
歌
が
本
歌
で
あ
る
と

考え
ら
れ
る。

こ
の
歌
は、

r俊
頼
随
脳」
.
r
綺
栢
抄』
•
r
和

歌童
蒙
抄」
な
ど
の
歌

学
世
に
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る。
『
俊
穎
髄
脳」
に
は、
r
此
歌
は
出
槃
の
國
に

あ
る
川
な
り。
殊
の
外
に
は
や
き
河
に
て
四
五
日ば
か
り
に
の
ぼ
る
な
る
川

を
く
だ
れ
ば、
唯
ひ
と
時
に
下
る。
さ
れ
ば
の
ぼ
り
ざ
ま
に
は
か
し
ら
を
ふ

り
て
の
ぼ
り
が
た
け
れ
ば、
い
な
ふ
ね
と
は

申す
に
や。
稲
つ
み
た
る
ふ
ね

を
い
ふ
ぞ
な
ど

申す
人
も
ある
に
や。」
と
記
さ
れ
て
い
る。

『綺
請
抄」
で

ぱ、
「
も
が
み
川
は、
出
羽
凶
の
た
ち
の
ま
へ
よ
り
な
が
れ
た
る
河
也。
そ

れ
に
た
ち
へ
も
い
く
に、
か
は
の
あ
ま
り
は
や
く
て、
か
ま
へ
て
さ
し
の
ぼ

りた
れ
ば
か
く
よ
め
る
な
り
ご
と
記さ
れ、
r
和
歌
窟
索
抄』
で
は、
「
古

今
廿
に
有。
此
川
出
羽
國
の
た
ち
の
前
に
流
れ
た
り。
そ
れ
よ
り
こ
ほ
り
k
\

の
稲
を
舟
に
つ
み
て
の
ぽ
る
に、
川
早
く
し
て
の
ぼ
り
て
は
下
り／
＼
し
て

終
に
の
ぼ
りぬ。
さ
れ
ば
か
く
よ
め
り。
又云、
川
の
は
や
く
て
の
ぽ
る
舟

の
か
し
ら
を
ふ
る
を、
い
な
ふ
ねと
い
ふ
也と
云
。々」
と
記
さ
れ
て
い
る。

最
上
河
の
所
在、
「
い
な
ふ
ね」
と
い
う
名
前
の
由
来な
ど
が
興
味
の
対
象

で
あ
っ
た
よ
う
だ。
こ
れ
ら
の
歌
学
魯
の
内
容
を
受
け
て、
消
輔
の

r奥
義

- 12 -



抄』
や
顕
昭
の
『
袖
中
抄』
が、
自
ら
の
説
を
寄
き
記
し
て
い
るo
r
奥
義
抄』

は、
「
も
が
み
川
は
た
ぐ
ひ
な
く
は
や
く
て
の
ぼ
る
ふ
ね
の
か
し
ら
を
ふ
り

て
く
だ
り

／＼
す
れ
ば、
い
な
舟
と
は
い
ふ
也。
遂
に
は
の
ぼ
り
ぬ
れ
ば
し

ば
し
ば
か
り
ぞ
と
は
よ
め
り。
或
物
に
云、
出
羽
國
の
住
人
の
申
し、
は、

彼
河
は
す
べ
て
は
や
き
事
な
し。
たゞ

く
ら
ま
の
な、
ま
が
り
の
坂
の
や
う

に
て
ひ
ぢ
ま
が
り
て
流
れ
た
れ
ば、
の
ぽ
り
舟
の
又
く
だ
る
や
う
に
よ
そ
に

て
は
見
ゆ
る
也
と
申
せ
ど
も、
後
撰
に
も、
も
が
み
川
ふ
か
き
に
あ
へ
ず
い

な
舟
の
心
か
る
く
も
か
へ
り
け
る
か
な
と
よ
め
り。
是
は
さ
き
の
歌
の
心
に

て
ぞ
は
べ
る。
川
は
さ
だ
め
な
き
も
の
な
れ
ば
む
か
し
こ
そ
は
は
や
く
は
ペ

り
け
め。」
と、
「
い
な
ふ
ね」
の
名
前
の
由
来
に
つ
い
て
考
証
を
お
こ
な
っ

て
い
る。
r
袖
中
抄」
は、
「
い
な
ふ
ね
と
は
い
ね
つ
み
た
る
舟
を
云
也。
も

が
み
河
は
出
羽
国
に
最
上
郡
あ
り。
そ
の
郡
よ
り
な
が
れ
た
れ
ば、
も
が
み

河
と
云
也。
（
略）
郡
々
の
い
な
舟
多
か
れ
ぱ
の
ぽ
り
く
だ
る
事
数
し
ら
ね
ば、

の
ぼ
れ
ば
く
だ
る
と
は
云、
い
な
と
い
は
ん
科
に
い
な
舟
と
は
云
也。
（
略）

も
が
み
河
の
き
は
め
て
は
や
く
て、
の
ほ
る
と
す
れ
ど
又
く
だ
る
也
と
云
は、

古
き
義
な
れ
ど
云
れ
ず。
（
略）
又
い
な
船
と
云
も
河
の
早
く
て
舟
の
か
し

ら
を
ふ
れ
ば
い
な
舟
と
云
な
ど
申
す
め
り、
見
ぐ
る
し
き
事
也。
（
後
略）」

と
し、
こ
の
記
事
以
降
に、
そ
れ
ま
で
の
歌
学
杏
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
説
に

対
し
て
様
々
な
例
を
挙
げ
て
詳
細
に
考
証
を
お
こ
な
っ
て
い
る
部
分
が
見
ら

れ
る。
r
古
今
集」
の
当
該
歌
は、
院
政
期
の
歌
学
の
担
い
手
に
注
目
さ
れ

る
歌
で
あ
っ
た
よ
う
だ。

r袖
中
抄』
等
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
「
い
な
ふ
ね」

の
語
に
対
す
る
拠
味
を
示
す
記
事
が、
有
家
の
古
今
集
の
当
該
歌
の
摂
取
を

促
し
た
と
考
え
ら
れ
る。

こ
の
古
今
集
歌
の
結
句
に
注
目
を
し
て
み
た
い•
r
古
今
集』
の
甜
本
は、

志
香
須
賀
本・
昆
沙
門
堂
註
本
の
み
「
し
ば
し
ば
か
り
ぞ」
と
な
っ
て
い
て、

六
条
家
系
統
の
諸
本
を
は
じ
め
と
し
て
「
こ
の
月
ば
か
り」
を
示
す
も
の
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
る。
一
方、
r
俊
頼
髄
脳」
'
r
綺
語
抄」
で
は、
こ
の
古

今
集
歌
の
第
五
句
は
「
し
ば
し
ば
か
り
ぞ」
と
な
っ
て
い
て、
r
古
今
集』

-
17
)

 

の
大
多
数
の
写
本
で
は
見
ら
れ
な
い
歌
の
形
で
苔
か
れ
て
い
る。
さ
ら
に、

r
奥
義
抄』
に
は
「
此
歌
普
通
に
は
し
ば
し
ば
か
り
ぞ
と
は
ぺ
る」
と
記
さ

れ、
r
袖
中
抄』
に
は
「
こ
の
つ
き
ば
か
り
と
い
は
む
も
あ
ま
り
に
ひ
さ
し、

し
ば
し
ば
か
り
は
と
云
は
紐
本
の
説
に
は
あ
ら
ず。」
と
記
さ
れ
て
い
る。

六
条
藤
家
の
歌
学
の
立
場
か
ら
は、
こ
の
歌
の
結
句
は
「
こ
の
月
ば
か
り」

が
正
し
い
形
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が、
こ
れ
ら
の
歌
学
嘗

の
記
単
に
よ
れ
ば
院
政
期
に
は
こ
の
「
し
ば
し
ば
か
り
ぞ」
の
異
文
の
形
で

も
歌
が
流
布
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る。

「
い
な
ふ
ね」
を
詠
ん
だ
古
今
集
歌
は、
院
政
期
に
し
ば
し
ば
本
歌
取
の

対
象
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る。
有
家
詠
に
先
行
す
る
和
歌
と
し
て、
「
も

が
み
川
瀬
瀬
に
せ
か
る
る
い
な
舟
の
し
ば
し
ぞ
と
だ
に
思
は
ま
し
か
ぱ」（
長

秋
詠
藻
1
8
8．
述
懐
百
首）
「
も
が
み
川
な
べ
て
ひ
く
ら
ん
い
な
ぶ
ね
の

し
ば
し
が
程
は
い
か
り
お
ろ
さ
ん」
（
山
家
集
1
1
6
3)
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る。
こ
の
古
今
集
歌
を
本
歌
と
す
る

場合、
第
五
句
が
「
し
ば
し
ば
か
り

ぞ」
の
r
俊
頼
髄
脳』
や
『
綺
語
抄』
に
取
ら
れ
て
い
る
形
を
本
歌
に
す
る

こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る。
有
家
は、
自
ら
の
歌
を
作
る
と
き、
こ
の
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．
よ
う
な
同
時
代
の
先
行
詠
の
影
得
か
ら
「
し
ば
し
ば
か
り
ぞ」
の
形
の
方
の

歌
を
意
識
し
た
可
能
性
が
あ
る。

こ
の
よ
う
に、
有
家
の
歌
学
に
対
す
る
知
識
は、
基
本
的
に
は、
『
袋
草

紙」
.
r
奥
義
抄

J

.

r
袖
中
抄」
な
ど
六
条
藤
家
の
歌
学
苔
の
記
事
に
よ

る
も
の
が
大
き
い
が、
六
条
藤
家
の
も
の
だ
け
で
な
く
そ
れ
ま
で
の
歌
学
野

に
記
戟
さ
れ
て
い
る
歌
学
的
な
も
の
全
舷
に
向
け
ら
れ
て
い
る
と
恩
わ
れ
る。

42

「
白
菊
も」
の
歌
は、
俊
成
に
よ
り
r
左
歌
優
に
侍
る
べ
し」
と
評

価
さ
れ
て
勝
を
得
て
い
る
歌
で
あ
る。
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
季
節
が
深
ま
る

と
共
に
菊
の
色
が
移
ろ
い
ゆ
く
様
を
知
的
な
趣
向
で
詠
ん
だ
歌
は『
古
今
集』

の
頃
か
ら
多
く
詠
ま
れ
て
は
い
る
が、
こ
の
歌
の
二
三
句
の
言
薬
絣
き
はr
丹

後
守
公
基
朝
臣
歌
合』
で
詠
ま
れ
た
r
い
つ
の
ま
に」
の
歌
か
ら
強
い
影
閤

を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る。
r
丹
後
守
公
甚
朝
臣
歌
合』
は
康
平
六
年
（一

0
六
三）
に
藤
原
公
基
が
任
国
の
丹
後
で
開
他
し、
藤
原
範
永
が
判
者
を
つ

(
18}
 

と
め
た
歌
合
で
あ
る。
歌
合
の
名
は、
r
和
歌
流
蒙
抄』
に
す
で
に
見
ら
れ

る。
し
か
し、
当
該
歌
は
勅
撰
集
に
も
私
撰
集
に
も
と
ら
れ
る
こ
と
は
な
く、

一
殷
的
に
よ
く
知
ら
れ
た
歌
で
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い。

こ
の
歌
の
享
受
に
も
六
条
藤
家
の
歌
学
出
が
介
在
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る。
『
袋
草
紙」
に
は、
古
今
の
歌
合
を
記
し
た
「
古
今
の
歌
合
の
難」
の

と
こ
ろ
に、
こ
の
歌
の
番
と
範
永
の
判
詞
を
載
せ
て
い
る。
「
歌
合
の
歌
に

し
つ
ぺ
し。
な
だ
ら
か
な
り」
と
い
う
部
分
を
引
い
て
い
て、
消
輔
の
こ
の

歌
に
対
す
る
評
価
が
わ
か
る。
r
二
十
巻
本
類
従
歌
合』
に
こ
の
歌
合
が
採

録
さ
れ
て
い
る
た
め、
有
家
が
歌
合
の
証
本
を
目
に
し
た
可
能
性
も
否
定
す

る
こ
と
は
出
来
な
い
が、
r
袋
草
紙』
を
経
由
し
て
こ
の
歌
が
有
家
に
享
受

さ
れ
た
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
る。

49
.「
伎
倍
人
の」
の
歌
は、
『
新
大
系』
が
指
摘
す
る
よ
う
に、
r
万
菜

集』
巻
十
四
の
東
歌
を
本
歌
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る。
こ
の
歌
は、
r
類

漿
古
集』
巻
十
六
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
が、
勅
撰
集・
私
撰
集
な
ど
に
と

ら
れ
る
こ
と
は
な
く、
ま
た、
歌
学
む
類
に
も
引
か
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た。

有
家
詠
以
前
に、
こ
の
万
菜
集
歌
を
本
歌
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
な

く、
そ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
歌
で
あ
る。
r
六

百
番
歌
合』
の
有
家
詠
に
於
い
て、
r
万
菜
集』
所
収
歌
を
明
確
に
本
歌
に

し
た
と

考え
ら
れ
る
歌
は
こ
れ
以
外
に
は
見
あ
た
ら
な
い。
し
か
し、
わ
ず

か一
首
で
は
あ
る
が、
こ
の
有
家
詠
を
見
る
と
万
葉
集
歌
に
対
す
る
興
味·

関
心
が
有
家
に
あ
っ
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る。
有
家
は
「
袋」
題
の
歌
を
詠

む
際、
そ
れ
ま
で
の
歌
人
が
ほ
と
ん
ど
典
味
を
示
さ
な
か
っ
た
万
業
集
歌
を

想
起
し
て
歌
を
詠
ん
だ
の
で
あ
る。
こ
の
有
家
詠
は、
有
家
の
万
葉
集
に
対

す
る
興
味
と、
「
伎
倍
人
の
斑
余」
と
い
う
言
栞
に
対
す
る
歌
学
的
興
味
の

一
致
に
よ
り
詠
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る。
こ
れ
ま
で
に
見
て
き
た
よ
う
な
六

条
藤
家
の
歌
学
杏
の
介
在
は、
こ
の
歌
で
は
認
め
ら
れ
な
い。
有
家
は
歌
学

掛
を
経
由
せ
ず
に
別
の
形
で
万
紫
集
歌
を
享
受
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る。
有

家
の
万
葉
集
歌
及
ぴ
歌
学
的
な
も
の
に
対
す
る
梢
極
的
な
関
心
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
詠
歌
で
あ
る。

詳
し
く
述
べ
る
こ
と
は
し
な
い
が、
15
r
う
ら
若
き」
89

品g
国
の」
90

「
さ
り
と
て
も」
の
各
歌
も、
有
家
の
歌
学
的
興
味
を
知
る
こ
と
の
で
き
る

- 14 -



藤
原
有
家
の
六
百
番
歌
合
に
お
け
る
詠
歌
と
先
行
詠
と
の
関
係
に
狐
点
を

位
い
て
考
察
を
行っ
て
き
た。
そ
こ
で
の
有
家
詠
に
は
以
下
の
よ
う
な
特
徴

四

も
の
で
あ
る。
15
r
う
ら
若
き」
の
歌
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
さ
い
た
づ
ま」

は
r
後
拾
迅
集』
の
「
の
べ
み
れ
ば」
の
歌
に
用
い
ら
れ
た
言
業
で、
『
和

歌
童
栗
抄」
・
『
綺
甜
抄
J

.

r
袖
中
抄』
・
『
後
拾
遺
抄
注」
に
解
釈
が

記
さ
れ
て
い
る。
89
「
庖
国
の」
の
歌
に
用
い
ら
れ
た
「
庖
国
の
虎
臥
す
野

辺」
も
r
拾
遺
集』
の
「
あ
り
と
て
も」
の
歌
に
用
い
ら
れ
た
言
葉
で、
r
和

歌
窟
蒙
抄』
.
r
拾
逍
抄
注」
に
解
釈
が
記
さ
れ
て
い
る。
ま
た、
90
「
さ

り
と
も
と」
の
歌
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
蜘
蛛
の
ふ
る
ま
ゐ」
は
『
古
今
集』

屈
滅
歌
に
あ
る
「
わ
が
背
子
が」
の
歌
に
用
い
ら
れ
て
い
る
首
策
で、
『
俊

頼
髄
脳』
.
r
和
歌
童
蒙
抄」
.
r
奥
義
抄
J

.

r
古
今
集
注』
に
解
釈
が

載
せ
ら
れ
て
い
る。

こ
の
よ
う
に、
r
六
百
番
歌
合』
の
有
家
詠
を
考
察
し
て
ゆ
く
と、
そ
こ

に
は
西
前
氏
が
指
摘
す
る
r
古
今
和
歌
集』
砥
視
の
姿
勢
や、
従
来
か
ら
指

-
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摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
御
子
左
家
的
詠
風
へ
の
接
近
だ
け
で
は
な
く、
六

条
家
の
歌
人
に
見
ら
れ
る
歌
学
的
な
も
の
に
対
す
る
興
味
を
伺
う
こ
と
が
で

き
る。
そ
の
中
に
は
r
奥
義
抄』
・

『
袖
中
抄」
な
ど
の
六
条
家
歌
学
紺
で

論
じ
ら
れ
て
い
る
内
容
が
有
家
の
詠
歌
に
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
る。
六
百
番
歌
合
詠
に
限
ら
ず、
歌
学
に
対
す
る
典
味
を

考察
す
る
こ
と

は、
有
家
の
詠
歌
を
見
て
い
く
に
あ
た
っ
て
留
意
す
べ
き
事
柄
で
あ
る。

を
見
る
こ
と
が
で
き
る。

①
恋
題
に
お
け
る
古
今
和
歌
集
歌
の
重
視

②
院
政
期
歌
学
害
に
見
ら
れ
る、
難
義
に
対
す
る
典
味

③
万
築
集
に
対
す
る
関
心

①
の
古
今
集
歌
の
餌
視
は、
細
分
化
さ
れ
た
恋
題
に
対
応
す
る
た
め
に、
出

詠
歴
が
戯
窟
と
は
言
え
な
か
つ
た
有
家
が
選
択
し
た
方
法
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る。
②
は
六
条
藤
家
の
歌
人
と
し
て
の
有
家
の
意
識
が
反
映
さ
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る。
有
家
は、
自
ら
の
家
で
生
み
出
さ
れ
て
い
た
消
輔・
顕

昭
の
歌
学
害
の
説
な
ど
を
受
容
し、
自
ら
の
詠
作
に
利
用
し
て
い
っ
た
と
考

え
ら
れ
る。
そ
の
中
に
は、
わ
ず
か一
首
で
は
あ
る
が、
③
の
よ
う
に
万
葉

集
に
積
極
的
な
関
心
を
示
し
た
歌
を
見
る
こ
と
が
出
来
る。
六
条
藤
家
系
歌

人
と
し
て
の
意
識
が、
有
家
の
六
百
番
歌
合
詠
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
い
え

こ
の
他
に、
r
六
百
番
歌
合」
の
有
家
詠
の
中
に
は、
御
子
左
家
的
詠
風

に
近
い
詠
風
で
詠
ま
れ
た
歌
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
が、
そ
の
考
察
は
改
め

て
別
の
機
会
に
お
こ
な
い
た
い
と
考
え
て
い
る。

注
(
l)
茶
田
智
子
「
藤
原
有
家
論」
(r
大
谷
女
子
大
国
文』
八
号
昭
和
五
三・

三）、
鈴
木
徳
男
「
藤
原
有
家
の
和
歌」
(r
中
世
文
芸
論
栢』
七
号
昭

和
五
六・
三）
等
の
甜
論
が
あ
る。

(
2)
西
前
正
芳
孟ぽ
原
有
家
の
和
歌
活
動
を
め
ぐっ
て
ー—
と
く
に
歌
風
の
形

成
の
契
機
を
視
点
と
し
て

ー—'」
（『
語
文』
第
五
三
耕・
日
本
大
学
国
文

る。
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学
会

昭
和
五
七
·

l

)、r
麻
原
布
家
伝
に
関
す
る
基
礎
的
甜
問
題」(r
古

典
論
叢』
14

昭
和
五
九・
九）、
，
藤
原
有
家

考ー|
和
歌
拾
逍

ーー『
研

究
紀
要』
・
日
本
大
学
人
文
科
学
研
究
所

昭
和
五
八•
三）、
「
藤
原
有

家
の
和
歌

ーー
r
御
窒
五
十
首』
を
中
心
と
し
て」
（r
胚
文』
第
九
九
輯．

日
本
大
学
国
文
学
会

平
成
九・
ー
ニ）、
「
藤
原
布
家
の
和
歌

|ー
旧
風

か
ら
新
凪
へ」
（『
和
歌
文
学
の
伝
統
J

平
成
九・
八）
祁゚

(
3)
久
保
田
淳
r
新
古
今
歌
人
の
研
究』
（
東
京
大
学
出
版
会・
昭
和
四
八）

第
二
派
第
三
節
五
に
そ
れ
ま
で
の
峯
岸
義
秋
氏•
松
野
陽一
氏・
谷
山
茂

氏
の
甜
先
学
の
説
を
挙
げ
て
い
る。
い
ず
れ
に
し
て
も、
廷
久
五
年
以
前

に
は
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る。

(
4)
本
格
で
記
し
た
官
殷
は
r
公
卿
補
任』
に
拠
る。

(
5)
前
掲
(
2)
r
藤
原
有
家
の
和
歌
活
動
を
め
ぐ
っ
て＇
�
と
く
に
歌
風
の

形
成
の
契
横
を
視
点
と
し
て

—!」
参
照

(
6)
保
季・
斯
家
の
歌
合
歌
会
等
出
泳
状
況
は、
前
掲
(
5)
及
ぴ
r

平安
朝

歌
合
大
成』
索
引.
r
藤
平
朴
男
若
作
梨』
第一
巻
付
録
に
拠
る。

(
7)
井
上
宗
雄
r
鎌
倉
時
代
歌
人
伝
の
研
究』
（
平
成
九・
風
訓
世
房）

(
8)
前
掲
(
5)
参
照

(
9)
久
保
田
淳
r
中
恨
和
歌
史
の
研
究
Jrr
六
百
番
歌
合』
を
読
む」
（
平
成
五・

明
治
術
院）
に、
『
六
百
番
歌
合』
の
計
画
を
季
経・
有
家
あ
た
り
が
良

経
に
拗
き
か
け
た
と
考
え
ら
れ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る。

(
10)
r
近
代
秀
歌』
.
r
詠
歌
大
概
J

.

『
毎
月
抄』
な
ど
に
詳
し
く
述
べ
ら

．

れ
て
い
る。

(
11)
前
掲
(
2)
r
藤
原
有
家
の
和
歌

＇—ー
『
御
室
五
十
首』
を
中
心
と
し
て」

参
照。

(
12)
本
稲
の
r
六
百
番
歌
合」
と
『
古
今
和
歌
集』
の
本
文
は
新
日
本
古
典
文

五
七

愛
知
教
育
大
学
国
語
国
文
学
報
（
愛
知
教
育
大
学
国
器
国
文
学
研
究
室）

愛
知
淑
徳
大
学
国
語
国
文
（
愛
知
淑
徳
大
学
国
文
学
会）
ニ
ニ

愛
知
大
学
国
文
学
（
愛
知
大
学
国
文
学
会）
三
八

七

学
大
系
に、
そ
れ
以
外
の
和
歌
は
r
新
柑
国
歌
大
観』
の
本
文
に
拠
っ
た。

括
弧
内
に
付
し
た
ア
ラ
ピ
ア
数
字
は
r
新
紺
国
歌
大
観』
番
号
で
あ
る。

(
13)
小
町
谷
照
彦
r
古
今
和
歌
集
と
歌
こ
と
ぱ
表
現
J

（
平
成
六・
岩
波
杏
店）

第一
京
第
二
節
参
照

(
14)
再
撰
本
『
袖
中
抄』
の
成
立
を
r
袖
中
抄」
の
完
成
と
見
る。

(
15)
万
葉
集
の
歌
番
号
は、
通
例
に
よ
り
『
国
歌
大
観』
番
号
を
用
い
た。

(
16)
本
梢
で
用
い
る
『
俊
頼
龍
芭
.
r
綺
語
抄』
.
r
和
歌
菰
梨
抄』
•
r
袋

til
紙』
・
『
奥
義
抄』
.
r
袖
中
抄』
の
各
本
文
は
r
日
本
歌
学
大
系』

に
拠
る。

(
17)
『
和
歌
窟
梨
抄』
の
本
文
で
は、
第
五
句
r
こ
の
月
ば
か
り」
(r
日
本
歌

学大
系』）
と
な
っ
て
い
る。

(
18)
萩
谷
朴
r

平安
朝
歌
合
大
成』
四
に
拠
る。

(
19)
谷
山
茂
r

新
古
今
時
代
の
歌
合
と
歌
JJl』
第
二
沼
七
節
（
谷
山
茂
署
作

集
四・
昭
和
五
八）
等。

（
ま
つ
お

か
ん

岡
山
大
学
大
学
院
修
士
課
程一
年）

1
 
•••
 し．→←·[．．．
 
ぃ

E.
.
 J.→←
 ．．． 

..

.v.................‘.

...
 
•
••
 ‘.

雑
誌
•

紀
要

愛
知
教
育
大
学
大
学
院
国
語
研
究（
愛
知
教
育
大
学
大
学
院
国
語
教
育
専
攻）

研
究
室
受
贈
図
書
雑
誌
目
録
口
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